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コラム長市 column

お
知
ら
せ

Ｑ
の
広
場
が
工
事
で
利
用
休
止
に

中
心
市
街
地
に
あ
る
銀
座
イ
ベ
ン
ト

広
場
（
Ｑ
の
広
場
）
の
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
期
間
中
の
利
用

受
け
付
け
を
中
止
し
ま
す
。
詳
し
く
は

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

改
修
工
事
期
間
＝
３
月
中
旬
ま
で

問
に
ぎ
わ
い
商
業
課
☎
２
１
０
―
２
１

８
８

農
業
用
の
軽
油
引
取
税
を
免
除

農
業
を
営
む
人
が
農
作
業
に
使
用
す

る
軽
油
は
、
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
た

場
合
、軽
油
引
取
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
２
月
１
日
㈮
～
20
日
㈬
に
中
部
県
税

事
務
所
（
上
細
井
町
☎
２
３
４
―
１
８

０
０
）へ
直
接

木
造
住
宅
を
資
格
者
が
耐
震
診
断

耐
震
診
断
調
査
資
格
者
に
よ
る
耐
震

診
断
を
実
施
。
地
震
に
弱
い
部
分
や
倒

壊
す
る
可
能
性
の
有
無
を
調
べ
ま
す
。

耐
震
性
が
不
足
す
る
場
合
は
、
耐
震
改

修
の
補
助
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
住
宅
＝
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
市
内
の
木
造
住
宅
、
先
着
30
件
。
①

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
、

一
戸
建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅
（
住
宅

部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）
②

平
屋
か
２
階
建
て
③
在
来
軸
組
工
法
で

建
築

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
印
鑑
、
確
認
通
知
書
な

ど
の
図
面

申
１
月
18
日
㈮
～
２
月
４
日
㈪
に
市
役

所
建
築
指
導
課
（
☎
８
９
８
―
６
７
５

２
）へ
直
接

催
　
し

市
民
と
行
政
が
手
を
取
り
合
っ
て

ま
え
ば
し
市
民
提
案
型
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
事
業
の
一
次
審
査
を
通
過
し
た

企
画
提
案
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
活
動

団
体
が
地
域
課
題
解
決
へ
向
け
た
提
案

を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
２
月
２
日
㈯
午
前
10
時

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー

申
当
日
会
場
へ
直
接

問
い
き
い
き
生
活
課
☎
８
９
８
―
６
５

１
０

赤
城
山
で
冬
の
楽
し
い
思
い
出
を

赤
城
少
年
自
然
の
家
と
そ
の
周
辺
で
、

赤
城
山
を
満
喫
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

□
白
銀
の
世
界
！
ビ
ギ
ナ
ー
ス
キ
ー

期
日
＝
２
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰
（
１
泊

２
日
）

対
象
＝
小
学
生
以
上
、
先
着
24
人

費
用
＝
〈
一
般
〉
７
，
７
０
０
円
〈
中 

学
生
以
下
〉７
，
２
０
０
円

□
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー

期
日
＝
２
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰(

１
泊

２
日)

対
象
＝
高
校
生
以
上
、
先
着
24
人

費
用
＝
７
，
８
０
０
円

申
以
上
の
２
つ
は
同
館
☎
２
８
７
―
８

２
２
７
へ

気
持
ち
の
こ
も
っ
た
作
品
が
並
ぶ

□
小
中
学
校
書
き
初
め
作
品
展

日
時
＝
１
月
25
日
㈮
～
28
日
㈪
、
午
前

10
時
～
午
後
６
時
（
28
日
は
午
後
３
時

ま
で
）

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

問
学
校
教
育
課
☎
８
９
８
―
５
８
６
４

大
空
に
舞
い
揚
が
る
大
だ
こ

上
州
空
っ
風
凧
揚
げ
大
会
in
前
橋
を

開
催
。
25
・
５
畳
の
大
だ
こ
や
６
畳
だ

こ
な
ど
が
大
空
に
舞
い
揚
が
り
ま
す
。

ま
た
、
小
学
生
以
下
の
先
着
２
０
０
人

に
無
料
で
た
こ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日
時
＝
２
月
９
日
㈯
午
前
９
時

会
場
＝
敷
島
公
園
河
川
緑
地

問
商
工
会
議
所
☎
２
３
４
―
５
１
１
１

独
創
的
な
近
代
こ
け
し
の
世
界

□
全
群
馬
近
代
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

日
時
＝
２
月
９
日
㈯
～
13
日
㈬
、
午
前

９
時
～
午
後
５
時

会
場
＝
県
庁
１
階
県
民
ホ
ー
ル

問
県
観
光
物
産
国
際
協
会
☎
２
２
３
―

５
８
０
０

市
民
文
化
会
館

☎
２
２
１
―
４
３
２
１

□
し
ま
じ
ろ
う
コ
ン
サ
ー
ト「
お
と
ぎ

の
く
に
の　

だ
い
ぼ
う
け
ん
」

日
時
＝
①
２
月
23
日
㈯
午
後
０
時
30
分

②
同
午
後
３
時
30
分

費
用
＝
全
席
指
定
１
，
９
０
０
円

市
民
文
化
会
館
大
胡
分
館

☎
２
８
３
―
１
１
０
０

□
シ
ャ
ン
テ
新
春
寄
席「
桂
歌
丸
独
演
会
」

日
時
＝
２
月
17
日
㈰
午
後
２
時

費
用
＝
全
席
指
定
３
，
５
０
０
円

総
合
教
育
プ
ラ
ザ☎

２
３
０
―
９
０
９
４

□
名
作
映
画
劇
場

日
時
＝
２
月
６
日
㈬
午
後
２
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」（
ハ
ン
フ 

リ
ー
・
ボ
ガ
ー
ト
主
演
）

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
４
―
２
５
４
８

□
県
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
交
流
会

日
時
＝
１
月
19
日
㈯
午
後
０
時
20
分

□
子
ど
も
映
画
会

日
時
＝
①
１
月
26
日
㈯
②
２
月
２
日
㈯
、

午
後
２
時
30
分

内
容
＝
①
は
「
キ
ョ
ロ
ち
ゃ
ん
の
地
震

用
心
・
火
の
用
心
」「
ハ
イ
ジ
～
ア
ル

ム
の
山
へ
」
②
は
「
絵
か
ら
と
び
だ
し

た
ね
こ
」「
化
け
く
ら
べ
」

□
動
く
か
ら
く
り
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う

日
時
＝
２
月
９
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
の
小
４
～
小

６
と
そ
の
親
、
16
組（
抽
選
）

費
用
＝
５
０
０
円

申
１
月
25
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
住
所
・
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
保
護
者
名
・
学
校
名
・

学
年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３
７

１
―
０
０
１
３
西
片
貝
町
五
丁
目
８
・

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
「
動
く
か
ら
く
り

お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
係
」へ

□
羊
毛
ｄ
ｅ
ふ
わ
ふ
わ
ク
マ
さ
ん

日
時
＝
２
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
、
午
後

１
時
30
分
～
４
時

対
象
＝
市
内
在
住・在
学
の
小
学
生（
小

３
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）、
各
20
人（
２

月
１
日
㈮
に
抽
選
）

費
用
＝
５
０
０
円

申
１
月
31
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
往
復

ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
保
護
者
名
・
学
校 

名
・
学
年
・
電
話
番
号
・
希
望
日
を
記

入
し
、
〒
３
７
１
―
０
０
１
３
西
片
貝

町
五
丁
目
８・児
童
文
化
セ
ン
タ
ー「
羊

毛
ｄ
ｅ
ふ
わ
ふ
わ
ク
マ
さ
ん

係
」へ

□
合
唱
団
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

日
時
＝
２
月
10
日
㈰
午
後
２
時

会
場
＝
市
民
文
化
会
館

申
当
日
会
場
へ
直
接

募
　
集

地
域
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

大
胡
・
宮
城
・
粕
川
地
区
の
地
域
審

議
会
委
員
を
募
集
。
新
市
建
設
計
画
の

執
行
状
況
や
変
更
な
ど
、
市
長
の
諮
問

に
対
し
て
審
議
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は

各
支
所
に
あ
る
ほ
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

期
間
＝
４
月
１
日
㈪
か
ら
２
年
間

対
象
＝
大
胡
・
宮
城
・
粕
川
地
区
に
在

住
す
る
20
歳
以
上
で
、
ほ
か
に
本
市
の

審
議
会
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て
い
な
い

人
、
各
地
区
３
人（
選
考
）

申
１
月
31
日
㈭
ま
で
に
所
定
の
用
紙
に

記
入
し
、
大
胡
地
区
は
大
胡
支
所
（
☎

２
８
３
―
０
１
１
１
）、
宮
城
地
区
は

宮
城
支
所
（
☎
２
８
３
―
２
１
３
１
）、

粕
川
地
区
は
粕
川
支
所
（
☎
２
８
５
―

４
１
１
２
）へ
直
接

赤
城
山
を
題
材
に
し
た
作
品
を

赤
城
山
や
そ
の
周
辺
の
風
景
、風
俗
、

行
事
な
ど
を
題
材
に
し
た
、
赤
城
山
を

描
く
学
習
成
果
発
表
作
品
展
へ
出
品
す

る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
本
作
品
展
は

コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発

表
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
開
催
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
３
月
12
日
㈫
～
19
日
㈫

会
場
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21

募
集
部
門
・
規
格
＝〈
日
本
画
・
洋
画
・

き
り
絵
〉
６
号
～
30
号
で
、
額
装
を
含

む
外
寸
が
１
㍍
×
82
㌢
㍍
以
内
。
30
号

Ｓ
は
不
可
。
ガ
ラ
ス
使
用
不
可
（
ア
ク

リ
ル
板
は
可
）〈
絵
手
紙
〉官
製
ハ
ガ
キ

か
往
復
ハ
ガ
キ
の
サ
イ
ズ
で
紙
質
は
自
由

応
募
資
格
・
点
数
＝
中
学
生
を
除
く
15

歳
以
上
の
人
、
１
人
２
点
ま
で

開
催
要
項
の
配
布
＝
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気

21
内
生
涯
学
習
課
、
各
公
民
館
・
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

搬
入
・
搬
出
＝
〈
搬
入
〉
３
月
12
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時
に
開
催
要
項
に

付
い
て
い
る
出
品
用
紙
を
用
意
し
、
前

橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
内
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
へ
直
接
〈
搬
出
〉
３
月
19
日
㈫
午
後

３
時
～
５
時

問
生
涯
学
習
課
☎
２
１
０
―
２
１
９
８

産
業
振
興
の
施
策
を
審
議
し
ま
す

中
小
企
業
振
興
の
施
策
に
つ
い
て
審

議
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
＝
２
月
か
ら
概
ね
６
カ
月

対
象
＝
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
次
の

全
て
を
満
た
す
人
、
２
人
（
選
考
）。

①
数
回
の
会
議
に
出
席
で
き
る
②
他
に

本
市
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て

い
な
い

申
２
月
１
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用
紙
に

記
入
し
、
市
役
所
産
業
政
策
課
（
☎
８

９
８
―
６
９
８
３
）
へ
直
接
。
ま
た
は

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
（
２
２
４
―
１
１
８

８
）へ

「前橋市長」としての責任を与えられてか
ら、私は多くを学びました。そして、行政
側の苦労や論理を探りながらも、約束の実
現へ向かう過程は、市民には“混乱”又は
“逡
しゅん

巡
じゅん

”と見えたかもしれません。
しかし、“納得”と“共感”を得るために

は「二歩進んで一歩さがる。」との過程を大
切にするべきと私は考えております。

それでも、私たちは前橋市役所という巨
大な船の舵を切り、「市民が希望を持てる
社会」という新たな進路先に向けてこぎ続
けてまいります。

市長


